
　先日視聴した「さだまさしの TV コンサート」で，心を
揺さぶられる話を聞きました．ラフカディオ・ハーン（小泉
八雲）がエッセイ「仏像の微笑み」で，「日本人は，欧米に
追いつけ追い越せとするそのあまりに，永く深い文化と伝
統を捨て去って，西洋人の合理的な心まで輸入しようとし
ているようだ」，「勤勉で優秀な日本人の造り出す工業製品
の多くは，やがて欧米の製品の品質を遥かに超えるものに
なるだろう」，「だが，そうなった頃，日本人はもう日本人
ではなくなって，日本人にとてもよく似た西洋人になって
いるだろう」，続けて「そして，そうなってしまった時，初
めて日本人は，かつて自分たちの町の角や村の辻々に立っ
ていた仏像のなんとも言えない優しい微笑みにあらためて
思い当たる日が必ずやってくるだろう．何故かというと，
その仏像の微笑みこそが，かつての彼ら（日本人）自身の微
笑みだからだ」と綴っているそうです．まさに慧眼です．
　第 45 巻 2 号をお届けします．今号も興味のある論文が
満載ですが，特に“「検査と健康展」の全国開催”は，日
臨技と検査専門医会との共催で，検査とそれに携わる医療
人を一般市民に知ってもらう重要な祭典として数年前から
開催されている「検査と健康展」の紹介記事です．中央大
会として昨年度は広島県で，本年度は奈良県で開催されま
した．市民の認識度はそれほど高くない臨床検査技師と検
査専門医の仕事・価値を知ってもらうよい機会です．ぜ
ひ，ご一読ください．
　私事になりますが，この 3 月で『検査と技術』の編集委
員を退任します．16 年の長きにわたりお世話になりまし
た．「わかりやすい臨床検査」「読後には微笑みが自然にで
てくる」内容を目指しました．「刑事事件でわからなく
なったら現場に戻れ」の格言があります．読者の皆さまも
臨床検査でわからないことがありましたら，『検査と技
術』を手に取ってください．最新の知識ばかりでなく，
バックナンバーで確認すれば，どこかの号には必ず皆さん
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編集室より
姪っ子が 1歳の誕生日を迎えました．家族が集まった食
事会場では，一升餅なる巨大な餅を赤子に背負わせるイ
ベントが開催され，大いに盛り上がりました．泣いても
可愛い，泣かずに引きずろうとしても可愛い，まさに約
束された勝利でした．ふと，「自分もこんな風に可愛がっ
てもらったのだろうか」と思ったとき，風習を引き継い
でいく大事さに気付かされたような気がしました．�（S）

増刊号タイトル　一般検査ベーシックマスター
一般検査の基礎～日常臨床レベルまで！
この 1 冊で一般検査のキホンをマスターできる！

第1部　
基礎から学ぼう一般検査
好評であった，「検査と技術」42 巻 1 号～43 巻 1 号
連載「基礎から学ぼう一般検査」を改訂して掲載．

第2部　
一般検査の「質」を保つTips & Techniques

「本当に自分の行った検査は正しいのか」，「間違っ
ていても，自分ではそこに気付くことができない」
といったビギナーの不安や悩みに応えるべく，現場
での“確認の術”をまとめて掲載．

第 45巻 3号（2017年春 3月・増刊号）予告

の期待する情報があるはずです．そして，読み終わったと
きには「納得の微笑み」を浮かべていただけると思いま
す．長い間，本当にありがとうございました．今後も『検
査と技術』をよろしくお願いいたします．� （高木　康）
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